
【鳴門市行政評価】

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

0 0 0

決算額 0

人件費
正規職員(7,133千円/人) 臨時職員(2,043千円/人) 総人件費 総事業費

0.3 0.0 2,140 3,156

1,020 1,020

0 0 0 1,016

0 0

1,016

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成28年度

当初予算額 0 0 0 0 1,020 1,020

補正予算額 0 0 0 0 0 0

0

全体予算額 0 0 0 0財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

繰越予算額 0 0 0

繰越額 0 0 0

今年度の進捗状況 未達成 事業全体の進捗状況 未達成

－ 人

（千円）

目標達成率(実績/目標) 78.7 － － －

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

観光入込客数 1,939,747 1,968,150 － －

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1 実施事業数 2 2 2 2 2 回

2

％

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

28年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

　平成25年度から実施してきた台湾をターゲットとした「ビジットジャパン地方連携事業」の更なるステップとし
て、台湾訪日リピーター層（特に20～30歳代女性）向けに、台湾における有力旅行会社や有力日系女性誌、
人気ブロガーなどを招聘したほか、台北国際旅行博（ITF）にて四都市を紹介するPRパンフレットを配布する
などメディアミックスによる情報発信を行った。また、「ここしかできない」体験型コンテンツを盛り込んだ四都
市を周遊する旅行商品の造成と販売を行い、四都市への来訪促進を図った。四都市共同による広域観光誘
致事業として、高速道路におけるサービスエリアでリーフレット広告を実施し、四都市のＰＲを行った。

事業実施手法

指標名 27年度実績 28年度実績 29年度目標 30年度目標 31年度目標 単位

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位

観光入込客数 2,450,000 2,500,000 2,000,000 2,000,000 2,000,000 人

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか 　観光客

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

　神戸市、倉敷市、琴平町、鳴門市の四都市が手を結び、魅力ある広域の周遊ルート
を設定し、外国人観光客や全国からの観光客を対象とした、共同による広域観光誘致
事業を実施し、圏域への観光客の誘致を図る。

事業
計画

28年度に何を
計画していたか

　台湾をターゲットにした　「ビジットジャパン地方連携事業」を継続実施する。旅行会社やメディア
関係者を招請したツアーを実施し、記事掲載などにより広く情報発信するとともに、旅行商品の
造成・販売、共同広告のタイアップなど積極的な働きかけを実施する。
　また、国内観光客の誘致施策として、圏域における相互誘客をはじめとする広域観光誘致事業
を実施する。

年度
　　　(小項目) 観光

施策 1 観光・交流のまちづくり 終
期基本事業 4

平成29年度事務事業評価シート（28年度実績）
104

事務事業名 瀬戸内四都市広域観光推進事業
担当
部署

経済建設部　観光振興課

総合計画体系 根拠法令
計画など

なし
基本政策(大項目) 1 うきうき活力と魅力あふれるまちづくり

政策(中項目) 2 伝えたい　魅力あふれるまち　なると

事業
期間

開
始

15

にぎわいと交流の創出

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他



【鳴門市行政評価】

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

実施内容

H29年度

　引き続き、台湾をターゲットにしたインバウンド促進事業を展開するとともに、国内観光
客についても、広域観光誘致事業を実施する。

H30年度
　平成29年度の反省点等を踏まえ、事業内容の見直し・検討を行う。

　目標を達成できていないが、前年度の入込客数よ
り増加していることから、B評価とする。

課題

　毎年幹事市が変わることにより、事業方針が変わるなど一貫性に欠ける面があることから、テーマを
持って継続した事業展開を行う必要がある。

②成果に対
する評価

指標名 観光入込客数

　優れた観光資源を有していながら、ここ数年観光
入込客数が伸び悩んでいる。

目標

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充 3

2,500,000 人

実績 1,968,150 人

評価 C:あまり目標を達成できなかった

③総合的な評価 B

評価項目 評価値 所見欄

①活動に対
する評価

有効性 B:概ね有効性があった
　国内の観光客誘致だけでなく、四都市で「ビジットジャパン地方
連携事業」に取り組むことができ、インバウンド（外国人観光客誘
致）事業の促進にもつながった。

効率性 B:概ね効率的だった
　四都市の幹事市が毎年変わることにより、個別事業での効果
はあっても一貫した取り組みに欠けている面があることから、テー
マを持ち、継続した取り組みが必要である。

2,140 2,140

総事業費 3,058 3,156 3,160 3,160 3,160

【事務事業名：瀬戸内四都市広域観光推進事業】

事業費推移

年　　度 27年度決算 28年度決算 29年度 30年度 31年度

事業費 1,000 1,016 1,020 1,020 1,020

うち一般財源 1,000 1,016 1,020 1,020 1,020

人件費 2,058 2,140 2,140


